
岩
手
県
に
b
け
る
冷
害
対
策
の
歴
史
地
理

池

Z住

美

田

西
南
日
本
の
農
業
災
害
の
主
な
る
も
の
は
台
風
に
よ
る
風
水
害
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
東
北
日
本
は
冷
害
の
災
害
地
域
と
い
う
こ
と
が

出
来
る
。
な
か
で
も
岩
手
県
は
「
寒
さ
の
夏
は
お
ろ
お
ろ
歩
き
、
み
ん
な
に
で
く
の
ぼ
う
と
よ
ば
れ
」
と
い
う
宮
沢
賢
治
の
詩
で
も
わ
か
る

岩手県における冷害対策の歴史地理

よ
う
に
冷
害
に
悩
ん
で
き
た
県
で
あ
る
。
特
に
藩
政
時
代
は
冷
害
が
多
く
、
そ
の
た
め
大
飢
躍
を
お
こ
し
多
く
の
農
民
が
餓
死
し
た
。
な

①
 

か
で
も
南
部
藩
は
一
五
八
三
年
か
ら
一
八
三
九
年
ま
で
の
二
五
七
年
聞
に
四
十
回
、
平
均
六
年
に
一
回
申
す
っ
凶
作
が
お
こ
っ
て
い
る
。
岩

手
県
で
も
南
部
落
領
と
仙
台
藩
領
で
は
や
は
り
そ
の
地
理
的
位
置
や
ヤ
マ
セ
の
関
係
か
ら
南
部
落
領
に
多
い
。
今
百
姓
一
撲
の
回
数
を
み

て
も
南
部
落
は
一
六
八
八
年
以
来
一
八
七
一
年
ま
で
に
八
十
四
回
で
、
し
か
も
そ
の
大
部
分
は
寛
政
(
一
七
八
九
)
以
後
で
あ
っ
た
。
そ
れ

@
 

に
比
し
仙
台
領
は
僅
か
三
回
し
か
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
そ
の
す
べ
て
が
直
接
、
冷
害
凶
作
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
重
税
、
物
価

の
値
上
り
な
ど
が
あ
る
が
冷
害
に
よ
る
凶
作
を
契
機
と
し
て
起
っ
た
も
の
が
多
数
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
と
れ
ら
の
冷
害

の
主
な
る
原
因
は
や
は
り
夏
の
気
温
低
下
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
マ
セ
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
外
に
も
農
業
の
発
達
の
遅
れ

や
農
民
の
生
活
の
貧
し
さ
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
即
ち
農
地
開
放
以
前
の
小
作
制
度
に
か
ら
み
合
っ
た
貧
困
と
苦
境
と
は
農
民
に

耐
寒
、
多
収
獲
品
種
や
化
学
肥
料
の
購
入
を
さ
ぜ
る
こ
と
を
不
可
能
と
し
一
層
、
凶
作
を
促
進
し
て
い
た
。
そ
れ
は
川
田
信
一
郎
氏
の
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「
冷
害
を
う
け
た
農
家
は
零
細
な
専
業
農
家
あ
る
い
は
第
一
種
兼
業
農
家
に
多
い
よ
う
で
す
、
危
険
会
」
承
知
で
晩
生
種
を
多
肥
栽
培
し
て

@
 

反
当
収
量
を
上
げ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
農
家
の
貧
し
い
姿
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
に
も
よ
く
う
か
が
わ
れ
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て
い
る
。
又
そ
れ
は
一
七
八
五
(
天
明
五
年
)
の
九
月
、
南
部
藩
が
出
し
た
「
豊
後
と
申
す
晩
稲
植
付
の
犠
前
々
よ
り
か
た
く
御
停
止
仰
せ

付
げ
ら
れ
候
問
、
植
付
ま
じ
き
こ
と
に
候
、

し
か
る
に
近
年
に
至
り
所
に
よ
り
多
分
に
豊
後
ば
か
り
植
付
候
由
相
聞
之
候
、
畢
境
、
豊
後

@
 

に
よ
ろ
し
き
年
は
倍
々
の
実
収
と
れ
あ
る
由
に
て
侯
:
:
:
」
と
い
う
晩
稲
禁
止
令
を
出
さ
ね
ば
凶
作
の
可
能
性
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
禁
止
令
を
破
ら
な
い
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
農
民
の
心
理
と
貧
困
を
知
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ

る。
戦
後
、
農
地
改
革
が
各
地
で
農
村
の
変
貌
を
す
す
め
て
い
る
よ
う
に
冷
害
に
つ
い
て
も
そ
れ
は
積
極
的
な
対
策
を
進
め
る
条
件
と
な
っ

た
。
そ
れ
に
科
学
の
発
達
に
よ
る
品
種
改
良
、
農
薬
の
使
用
、
長
期
予
報
の
確
立
の
可
能
性
、
文
戦
後
国
民
の
で
ん
ぷ
ん
よ
り
た
ん
白
化

と
い
う
消
費
構
造
の
変
化
に
よ
る
本
県
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
は
冷
害
対
策
を
総
合
的
に
又
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
で
凶
作
と

い
う
言
葉
は
も
う
過
去
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
地
理
学
も
今
ま
で
は
い
つ
も
こ
れ
ら
凶
作
の
あ
と
ば
か
り
を
追
っ
て
い
た
感
が

あ
る
が
こ
れ
で
は
解
決
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
対
策
と
し
て
自
然
的
に
は
科
学
の
発
達
に
よ
っ
て
ラ
ジ
カ
ル
な
長
期
予
報
の
確

立
を
す
る
と
と
で
あ
り
、
社
会
的
に
は
経
済
生
活
の
向
上
で
あ
り
、

そ
れ
ら
に
よ
る
総
合
的
対
策
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
同
じ
失
敗
を
繰
り

返
す
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
総
合
的
な
開
発
と
相
侠
っ
て
地
域
構
造
の
改
良
に
も
若
手
し
、
地
域
診
断
に
基
づ
い
て
応
用
地
理
的
研
究

を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
変
貌
と
大
き
な
課
題
と
を
も
ち
な
が
ら
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
岩
手
が
こ
と
ま
で
歩
ん
で
き
た
冷
害
対
策
の
歴
史
を
た
づ
ね
、

併
せ
て
将
来
の
可
能
性
を
考
え
た
い
。

冷

害

の

原

因



冷
害
凶
作
の
原
因
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
ヤ
マ
セ
」
で
あ
っ
た
。

「
ヤ
一
ー
セ
」
と
は
気
象
学
的
に
は
梅
雨
の
と
き
東
日
本
を
吹
く
北
東

風
で
平
年
な
ら
六
月
、
冷
害
の
年
に
は
七
、
八
月
ま
で
吹
い
て
長
梅
雨
と
な
る
も
の
で
性
質
は
冷
い
気
団
で
上
部
は
暖
い
空
気
に
お
お
わ

⑤
 

れ
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
下
部
か
ら
冷
却
さ
れ
る
の
で
力
学
的
に
は
安
定
し
て
い
る
状
態
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
と

れ
を
気
圧
配
置
の
状
態
か
ら
み
れ
ば
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
三
陸
沖
に
か
け
て
い
わ
ゆ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
気
回
が
あ
り
、

そ
れ
が
平
年
よ
り

強
く
勢
力
を
出
し
、
さ
ら
に
樺
太
(
サ
ハ
リ

1
ン
)
、

岩手県における冷害対策の歴史地理

日
本
海
方
面
に
低
気
圧
が
く
る
と
偏
東
風
が
卓
越
す
る
。
し
か
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

気
回
の
空
気
は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
か
ら
北
極
、
北
シ
ベ
リ
ア
に
起
源
を
も
つ
こ
と
が
多
く
、
吹
い
て
く
る
海
面
は
融
氷
水
を
混
じ
え
て
夏
で
も

一
O
度
(
摂
氏
)
前
後
で
あ
る
か
ら
ほ
と
ん
ど
風
は
あ
た
た
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ヤ
マ
セ
が
吹
き
出
す
と
気
温
が
三
度
l

@
 

と
く
に
太
平
洋
側
に
大
き
な
害
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
た
だ
と
の
「
ヤ

九
度
(
摂
氏
)

と
さ
が
り
盛
夏
で
も
は
だ
寒
い
日
が
つ
づ
き
、

マ
セ
」
が
不
規
則
に
現
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
解
明
は
ま
だ
む
づ
か
し
い
よ
う
で
あ
る
。

冷
害
、
凶
作
の
歴
史

こ
の
よ
う
な
「
ヤ
マ
セ
」
に
よ
る
冷
害
、
凶
作
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
最
近
ま
で
五
十
三
回
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
藩
政
時
代
に
は
餓

死
す
る
も
の
が
幾
万
人
も
あ
っ
た
と
い
う
。
な
か
で
も
天
明
の
凶
作
が
も
っ
と
も
ひ
ど
く
、
そ
の
他
、
元
禄
、
宝
暦
、
天
保
の
い
わ
ゆ
る

四
大
飢
僅
と
明
治
以
後
で
は
一
九

O
二、

O
五
・
一
三
・
三
四
年
の
大
凶
作
が
あ
っ
た
。
し
か
も
藩
政
時
代
は
交
通
が
発
達
し
て
い
な
か

っ
た
し
、
中
世
的
農
業
技
術
し
か
な
か
っ
た
の
で
各
藩
は
自
給
自
足
的
な
封
鎖
経
済
で
あ
っ
た
か
ら
飢
鐘
に
さ
い
し
て
も
米
や
食
料
品
の
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輸
送
が
お
こ
な
わ
れ
ず
、
農
民
は
苦
し
み
社
会
的
動
乱
の
原
因
と
な
っ
た
。
百
姓
一
授
の
多
い
の
も
凶
作
が
主
な
発
生
原
因
で
あ
っ
た
。

明
治
以
後
で
は
二
年
(
一
八
六
九
)
が
大
凶
作
で
収
穫
は
わ
ず
か
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
損
失
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
特
に
山
地
に
属
す
る
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郷
村
で
は
天
保
年
度
に
つ
ぐ
凶
作
で
あ
っ
た
。
又
、
昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)
の
大
凶
作
は
東
北
四
百
万
農
民
を
飢
鐘
線
上
に
初
僅
さ
せ

重
大
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
が
、
と
の
と
ろ
よ
り
漸
く
農
業
振
興
が
さ
け
ば
れ
、
更
に
そ
の
後
は
冷
害
を
防
ぐ
米
作
技
術
の
研
究
が
行
わ

れ
、
そ
れ
に
並
行
し
て
肥
料
の
工
夫
、
濯
概
用
水
路
の
改
良
、
回
植
を
早
期
に
す
る
な
ど
注
意
が
そ
そ
が
れ
て
冷
害
は
次
第
に
少
く
な
っ

た。

対

策

の

歴

史

こ
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
人
達
は
昔
か
ら
冷
害
に
悩
ま
さ
れ
、
と
り
く
ん
で
絶
え
ず
努
力
を
つ
づ
け
て
き
た
。
今
そ
の
対
策
の
歴
史
を

岩手県における冷害対策の歴史地理

若
干
の
資
料
を
通
じ
て
考
察
し
て
み
る
と

先
づ
二
ハ
一
五
(
元
和
元
年
)
の
凶
作
に
南
部
落
の
家
老
及
勘
定
奉
行
、
小
笠
原
美
、
濃
ほ

一
、
就
当
年
飢
躍
、
盛
岡
中
売
酒
竪
躍
為
御
停
止
、
小
幡
太
郎
兵
衛
、
平
野
源
五
郎
、
両
人
売
酒
被
仰
付
候
、
源
五
郎
カ
ウ
シ
横
町
助

四
郎
太
郎
兵
衛
カ
ウ
シ
中
内
膳
此
四
人
之
外
酒
作
カ
ウ
シ
仕
問
敷
事
(
以
下
略
)

元
和
元
年
九
月
十
二
日

小
笠
原
美
濃

野
田
内
匠

小
幡
太
郎
兵
衛
@

と
あ
る
如
く
酒
造
制
限
及
夏
ま
き
無
税
、
種
籾
移
入
、
ふ
刑
罰
開
発
な
ど
に
よ
る
対
策
を
と
う
じ
て
い
る
。
又
、

一
六
九
五
(
元
禄
八
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年
)
南
部
落
、
繋
村
、
安
庭
村
、
大
宿
村
、
三
ケ
村
は
わ
ら
び
(
で
ん
ぷ
ん
)
の
確
保
に
肝
入
が
願
出
た
古
文
書
が
あ
る
。

前
略
乍
惇
奉
願
上
候
者
右
三
カ
村
之
御
百
姓
共
之
内
、
過
半
根
山
江
上
皇
申
受
ニ
御
座
候
、
若
命
助
居
申
ニ
而
モ
来
年
御
田
地
仕
付
可
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申
様
無
御
座
候
、
其
上
種
籾
一
切
杯
不
申
者
御
座
候
間
御
田
地
仕
付
申
様
ニ
統
居
申
候
ハ
パ
追
市
種
籾
之
儀
吋
奉
願
上
候
間
宜
敷
ニ
被

上
置
奉
願
上
候

元
禄
八
年
八
月
二
十
二
日

惣
百
姓
共

肝
入

細
越
与
三
郎

下
杉

孫
八

殿

ま
た
一
七
八
五
(
天
明
五
)
の
大
凶
作
に
南
部
藩
の
野
田
村
で
は

一
筆

啓
上
侯

然
者
支
配
処
野
田
村
清
右
衛
門
ト
申
者
願
出
候
ノ
塩
煮
方
仕
侯
者
共
申
合
煮
出
塩
御
支
配
所
沼
宮
内
町
二
而
相
払
戻

リ
米
五
六
駄
モ
相
調
付
参
侯
、
塩
煮
共
飯
料
米
ニ
仕
度
旨
願
出
侯
ニ
付
遂
ニ
吟
味
候
処
、
相
違
無
之
御
座
候
間
御
吟
味

方
御
指
支
茂
無
御
座
候
ハ
ハ
其
筋
被
仰
付
、
御
通
被
下
候
様
奉
存
候
、
右
駄
数
之
儀
承
合
仕
置
其
元
ニ
而
可
申
出
候
間
何
分
奉
願
侯

天
明
五
年
九
月
十
六
日

新
渡
戸
伝
助

大
川
勘
兵
衛

神

匡

様

小
林
喜
右
衛
門

様

と
あ
っ
て
村
役
人
が
沼
宮
内
代
官
に
凶
作
に
備
え
山
菜
を
保
存
す
る
た
め
塩
の
貯
蔵
を
願
い
出
て
い
る
。

一
方
、
仙
台
藩
で
も
対
策
と

し
て
各
村
は
備
荒
倉
(
凶
作
、
災
害
に
そ
な
え
)
を
設
け
、
勤
倹
貯
蓄
を
奨
励
し
て
い
る
。

安
政
二
年
分
諸
書
上
留
控
(
都
烏
村
)



一
、
村
備
莫
高
並
ニ
有
石
之
事

一
、
籾
五
拾
石
也

自
分
備
籾

右
ハ
早
春
中
ヨ
リ
貧
民
共
夫
喰
等
所
持
不
仕
者
共
江
貸
付
其
年
ニ
並
-
二
割
之
利
付
ヲ
以
組
頭
中
主
合
取
立
、
村
内
備
蔵
ニ
相
備
置
申

候
事一

、
村
備
宴
高
並
有
石
之
事

右
ハ
天
保
年
中
凶
作
後
ヨ
リ
備
始
、
当
時
相
備
置
候
分
真
高
左
ニ
申
上
候

一
、
籾
九
拾
壱
石
五
斗
也

@
 

村
内
ニ
相
備
置
申
候
分

岩手県における冷害対策の歴史地理

以
上
の
よ
う
に
凶
作
に
対
し
て
主
と
し
て
備
荒
貯
蓄
の
政
策
を
と
つ
だ
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

又
、
水
沢
市
、
佐
倉
河
字
仙
人
の
豪
族
屋
敷
、
青
木
家
は
中
園
地
方
の
浪
人
、
松
本
掃
部
の
子
孫
で
あ
る
が
(
一
六
五
五
)
明
暦
元
年

に
水
沢
に
住
み
つ
き
、
備
荒
貯
蓄
を
行
な
い
一
七
五
五
(
宝
暦
五
年
〉
の
凶
作
に
は
一

O
七
戸
に
一
斗
宛
の
籾
を
与
え
て
救
済
し
た
の
で

@
 

一
七
五
八
(
同
八
年
)
に
は
五
百
文
の
知
行
を
与
え
ら
れ
て
郷
土
に
登
用
さ
れ
、
一
八
二
六
(
文
政
九
年
)
に
も
救
済
米
三
五

O
俵
を
投

げ
出
し
一
八
三
四
(
天
保
五
年
)
に
は
親
類
の
食
料
に
五
十
五
石
の
米
を
、
そ
の
他
の
困
窮
者
に
は
ニ

O
O石
の
籾
を
恵
み
十
五
両
四
十

三
石
余
を
献
金
し
て
領
主
よ
り
羽
織
地
三
反
を
拝
領
し
た
。
又
、
知
行
目
録
に
よ
れ
ば
一
八
四
二
(
天
保
十
三
年
)
に
は
九
百
三
拾
三
文

@
 

の
知
行
と
な
り
、
御
救
米
の
制
と
し
て
凶
作
に
救
済
し
た
者
の
身
分
取
立
て
を
行
な
っ
て
い
る
。
又
先
覚
者
は
庶
民
の
飢
鐙
を
免
れ
さ
せ
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る
方
法
と
し
て
備
荒
録
を
著
し
て
救
民
の
一
端
と
し
て
記
述
し
た
。
例
え
ば
南
部
落
で
は
横
川
良
助
が
「
飢
鐘
芳
」
を
著
し
て
そ
れ
ぞ
れ

凶
作
対
策
を
説
い
て
い
る
し
、
又
、

一
関
藩
医
、
建
都
清
庵
ば
民
間
備
荒
録
を
著
し
て
備
荒
貯
蓄
の
方
法
や
飢
謹
時
の
野
草
果
実
と
し
て



1934 (昭和9年)稲作の凶作被害

%は減収割合

Q58 



一
、
葛
粉

冬
根
を
掘
り
、
揖
き
く
だ
さ
飢
を
助
く
る
こ
と
五
穀
に
次
ぐ

二
、
蕨
粉

米
の
粉
か
麦
粉
又
は
米
ぬ
か
を
雑
食
す
れ
ば
実
な
し
、
之
ば
か
り
久
し
く
喰
へ
ば
目
く
ら
み
髪
落
、
多
食
す
れ
ば
脚
弱
り
行
不
能
と

い
え
り
、
又
塩
の
必
要
そ
の
他
食
用
と
な
る
も
の
と
し
て

か
ら
す
瓜
の
根
、
椎
の
実
、
と
こ
ろ
ゆ
り
、
山
い
も
、
蓮
根
、
菱
実
、

ひ
る
か
ほ
の
根
、
と
す
の
実
、
ど
ん
ぐ
り
、
お
う
ば
こ
、

ふ

き
、
わ
ら
び
、
す
ぎ
な
、
ど
く
だ
み
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
あ
か
ぎ
‘
わ
ら
も
を

等
の
食
法
を
く
わ
し
く
の
ベ
て
切
る
。

岩手県における冷害対策の歴史地理

又
、
高
野
長
英
編
述
の
勤
農
備
考
二
物
卓
々
に
よ
れ
ば
代
用
食
物
と
し
て
「
は
や
そ
ば
」

⑫
 

代
用
食
糧
を
得
る
道
と
力
説
し
た
。
又
、
東
磐
井
郡
松
川
村
出
身
の
江
戸
の
公
事
師
、
青
柳
文
蔵
は
そ
の
蓄
材
を
郷
里
に
寄
付
し
、
備
荒

倉
を
立
て
、
窮
民
救
済
に
当
つ
ら

「
じ
ゃ
が
た
ら
い
も
」
の
栽
培
が
最
も
手
近
な

明
治
・
大
正
の
対
策

明
治
時
代
に
な
る
と
強
力
な
中
央
集
権
化
と
近
代
農
業
運
輸
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
次
第
に
冷
害
は
少
く
な
っ
た
。
し
か
し
備
荒
米
が

ま
だ
充
分
で
な
い
明
治
二
年
に
胆
沢
県
で
は

259 

当
年
大
凶
作
に
付
て
は
予
め
民
食
の
手
当
致
置
不
申
候
而
は
忽
ち
来
年
に
至
り
一
統
飢
渇
に
迫
る
儀
は
自
然
の
事
に
付
、
若
し
当
郡
中

に
於
て
余
米
有
之
他
郡
へ
売
払
う
者
有
之
侯
は
ば
、
相
当
之
代
金
を
以
て
御
役
所
よ
り
櫛
買
上
被
仰
村
其
最
寄
御
蔵
之
御
備
被
置
候
筈
に
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候
問
、
-
他
郡
之
売
捌
不
申
有
余
分
は
御
買
上
願
出
可
申
侯

又
、
十
二
月
十
五
日
胆
沢
県
民
政
局
で
は

兼
而
及
達
置
候
通
当
年
柄
非
常
の
凶
作
に
付
、
民
食
用
意
の
為
米
買
上
之
儀
、
来
る
十
八
日
よ
り
二
十
八
日
ま
で
水
沢
、
前
沢
・
金
カ

崎
町
々
に
於
一
て
市
中
相
場
を
以
て
買
上
致
遺

L
候
広
付
余
米
の
儀
は
銘
々
右
買
上
所
に
持
参
致
候
。
中
ん
御
趣
旨
に
背
き
脱
穀
致
候
者
有
之

於
市
は
百
姓
町
人
に
不
限
見
当
り
次
第
取
押
可
付
出
左
一
候
得
ば
悉
皆
被
下
置
候
条
此
段
小
前
一
統
に
不
洩
様
申
可
問
者
協

と
余
米
買
上
を
行
い
、
脱
穀
を
禁
じ
、
買
上
に
背
く
も
る
あ
る
と
き
は
取
押
え
る
様
対
策
し
て
い
る
し
、

@
 

仙
台
藩
領
で
は
郷
倉
を
た
て
さ
せ
て
い
る
。
又
明
治
三
年
下
胆
沢
下
姉
体
村
で
は

九
月
晦
日

目旦

沢

県

一
八
六
九
(
明
治
ご
年
)
に

一
、
玄
米
拾
五
石
五
斗
也

此
御
払
金

存

右
之
通
貧
民
共
之
御
払
米
被
成
下
難
有
仕
合
に
奉
存
候
、
右
御
払
米
金
上
納
被
為
候
義
は
当
十
一
月
よ
り
十
二
月
迄
に
両
度
に
吃
度
上

納
可
致
候
、
万
一
上
納
難
相
成
節
は
私
共
手
前
に
於
て
無
相
違
弁
納
可
仕
、
依
っ
て
御
証
状
知
斯
奉
申
上
俣

以
上

明
治
三
年
五
月

賑
倣
掛
り

喜

蔵

8 

八
郎
右
衛
問

8 

真

吉

， 

半
右
衛
門

@
 

新
右
衛
門

岡
村
肝
入



と
あ
っ
て
御
払
米
金
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
肝
入
、
賑
也
掛
り
が
弁
納
す
る
よ
う
証
状
を
か
い
て
い
る
。
同
じ
一
八
七

O
年
正
月
江

刺
県
で
も
そ
の
対
策
と
し
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。
村
内
の
貯
蔵
食
物
の
数
量
調
査
、
年
々
収
獲
の
食
物
数
量
、
慣
習
常
食
の
調
査
、
人

口
当
り
食
料
の
年
計
数
量
、
村
在
住
人
口
の
年
令
別
調
査
の
書
上
げ
を
命
じ
た
。
村
々
で
は
、
一
八
七

O
年
正
月
中
す
で
に
仕
付
米
の
借

用
方
を
申
請
す
る
に
至
り
県
は
こ
れ
を
斡
旋
し
て
い
る
。
又
同
年
三
月
に
は
ニ
十
ニ
カ
村
か
ら
連
名
で
米
穀
の
拝
借
を
願
い
で
て
い
る
。

と
の
救
荒
に
際
し
て
羅
病
者
施
米
を
申
出
た
篤
志
者
も
あ
っ
た
。
文
、
同
年
四
月
に
は
県
下
各
地
に
賑
値
掛
を
設
置
し
て
い
る
。

又
次
に
遠
野
地
方
二
十
ニ
カ
村
の
嘆
願
書
を
あ
げ
て
み
る
と

岩手県における冷害対策の歴史地理

乍
恐
奉
願
上
候
事

近
年
打
続
作
毛
不
熟
之
上
、
去
己
ノ
年
荒
作
ニ
罷
成
、
村
方
者
多
分
食
料
迷
惑
ニ
御
座
候
ニ
付
、
根
蕨
等
掘
、
右
ヲ
以
食
料
多
足
ニ

仕
、
只
今
迄
ハ
相
凌
罷
在
候
得
共
、
最
早
御
田
地
仕
付
時
節
ニ
罷
成
、
弥
々
食
料
迷
惑
之
儀
ニ
市
、
当
仕
付
米
拝
借
仕
度
、
私
共
迄
度
々

願
出
ニ
御
座
候
。
随
而
自
由
千
万
恐
多
願
上
様
奉
存
候
得
共
、
村
方
入
用
之
分
別
帳
ヲ
以
、
俵
数
奉
願
上
候
通
、
当
秋
迄
拝
借
奉
願
土

俵
。
何
率
以
御
仁
随
願
之
通
御
聞
奉
済
被
成
下
置
候
者
、
私
共
並
ニ
村
方
之
者
重
畳
難
有
仕
合
ニ
存
候
。
乍
恐
此
段
奉
願
上
候
、
以
上

明
治
三
年
三
月

横
田
村

肝
入

久
兵
衛

他
二
一
カ
村
肝
入

261 

遠
野
御
役
所
民
生
御
掛
中
様
@

と
二
十
ニ
カ
村
の
肝
入
が
仕
付
米
の
拝
借
を
願
い
出
て
い
る
。
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し
か
し
一
九

O
五
(
明
治
三
十
八
年
)
ご
e

ろ
か
ら
凶
作
の
西
欧
科
学
的
研
究
の
気
運
が
お
と
っ
て
き
た
。
盛
岡
高
農
(
現
岩
手
大
学
)

の
関
氏
の
海
水
温
と
冷
凶
と
の
相
関
、
農
事
試
験
場
技
師
、
安
藤
広
太
郎
氏
は
、
海
水
温
、
気
温
、
気
圧
配
置
か
ら
八
月
の
低
温
の
予
想
の

研
究
を
し
た
。
又
一
九
一

O
(
明
治
四
三
年
)
に
は
農
商
務
省
、
農
事
試
験
場
陸
羽
支
場
が
稲
の
育
種
法
に
本
格
的
に
力
を
注
い
だ
の
で

そ
れ
か
ら
品
種
改
良
は
画
期
的
の
も
の
に
な
っ
た
。
例
え
ば
一
九
一
五
(
大
正
四
年
)
の
陸
羽
一
一
ニ
二
号
の
出
現
は
そ
の
収
量
試
験
に
よ

る
と
一
般
栽
培
法
に
よ
っ
て
反
あ
た
り
四
石
を
越
え
う
る
数
字
を
出
し
た
。
し
か
し
そ
の
陸
羽
二
ニ
二
号
で
す
ら
一
九
三
四

(
昭
和
九

年
)
の
冷
害
に
は
大
き
な
痛
手
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
品
種
改
良
の
研
究
は
い
よ
い
よ
白
熱
化
し
て
陸
羽
二
ニ
二
号
は
更
に
農

林
十
七
号
、
遠
野
四
号
と
な
り
早
生
系
増
産
品
種
が
生
れ
句
。

そ
の
後
、
漸
次
農
業
振
興
と
米
作
技
術
の
研
究
に
よ
り
対
策
が
工
夫
さ
れ
た
が
こ
れ
ら
の
凶
作
は
前
述
の
よ
う
拡
一
つ
は
ヤ
マ
セ
を
主

と
す
る
風
土
的
影
響
と
又
一
つ
は
農
地
改
革
ま
で
の
長
い
小
作
制
度
に
よ
っ
て
果
さ
れ
た
歴
史
的
役
割
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
ら
ζ

の

二
つ
の
対
策
が
凶
作
の
対
策
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

現
在
の
対
策
と
課
題

今
ζ
れ
ら
の
対
策
史
の
歩
み
の
上
に
戦
後
、
ベ
更
に
大
き
な
発
展
を
な
し
と
げ
た
も
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
農
地
改
革
に
よ
る
小
作
制
の

解
消
で
あ
る
。
又
自
然
的
原
因
の
「
ヤ
マ
セ
」
防
止
の
対
策
と
し
て
は
防
風
冷
林
の
造
成
、
気
象
観
測
施
設
の
整
備
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
更
に
そ
の
整
備
に
よ
る
冷
害
気
象
の
早
期
判
断
と
そ
の
予
報
の
適
正
、
霜
、
降
雪
に
よ
る
凍
雪
害
の
回
避
を
期
待
し
て
い
る
。
し
か

し
長
期
予
報
に
は
困
難
性
が
あ
り
以
上
の
外
的
条
件
の
整
備
だ
け
で
は
そ
の
完
全
を
期
し
得
な
い
の
で
一
農
業
経
営
の
規
模
技
術
な
ど
の
内

的
条
件
に
お
い
て
も
と
の
適
応
性
を
高
め
る
よ
う
合
理
的
投
資
と
経
営
方
式
が
確
立
さ
れ
る
と
と
は
勿
論
、
関
連
産
業
に
お
い
て
も
そ
の



補
充
的
関
係
を
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
県
で
は
安
定
増
収
策
と
し
て
耐
冷
性
の
強
い
南
栄
、
藤
坂
五
号
の
導
入
に
よ
る
品
種
改
良
、
間
断
か
ん
が
い
の
実
施
、
保
温
折

表
苗
代
の
奨
励
、

い
も
ち
防
除
と
し
て
水
銀
製
粉
剤
の
使
用
、
さ
ら
に
や
や
恒
久
策
と
し
て
水
田
床
締
め
に
よ
る
掛
け
流
し
ゃ
ひ
き
水
防

止
に
よ
る
水
温
上
昇
法
、
ビ
ニ
ー
ル
古
代
、
室
内
育
苗
な
ど
に
よ
る
攻
善
を
行
な
っ
て
い
恰

い
わ
ゆ
る
適
地
適
作
と
し
て
む
り
に
米
作
す
る
と
と
な
く
、
戦
後
の
で
ん
ぷ
ん
よ
り
た
ん
白
化
と
い
う
消
費
構
造
の
変
化
に
と

ま
た
、

も
な
い
本
県
産
業
構
造
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
貧
農
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
県
北
の
ヒ
エ
畑
も
年
々
減
っ
て
、
久
慈
農
林
事
務
所
の
調

岩手県における冷害対策の歴史地理

査
に
よ
る
と
戦
前
に
久
慈
、
九
戸
地
方
の
ヒ
エ
畑
は
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
越
え
て
い
た
が
こ
と
し
の
作
付
面
積
は
二
千
六
百
八
十
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
最
盛
期
に
比
べ
る
と
三
分
の
一
以
下
に
減
っ
て
い
る
。
と
の
よ
う
に
進
歩
的
な
芳
え
方
を
持
つ
農
家
で
は
ヒ
エ
や
米
作
を
酪
農

に
切
替
へ
た
り
、
換
金
作
物
テ
ン
サ
イ
栽
培
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
機
械
化
営
農
を
考
え
る
農
家
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
冷
害

対
策
の
根
本
と
も
い
う
べ
き
長
期
予
報
の
確
立
も
極
地
方
の
観
測
所
の
増
加
や
宇
宙
船
の
観
測
、
ラ
デ
オ
ゾ
ン
デ
資
料
の
増
加
、

帥
明

ト
や
人
工
衛
星
に
よ
る
超
高
層
資
料
の
獲
得
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
冷
害
対
策
の
可
能
性
が
今
ま
で
よ
り
は
る
か
に
多
く

ロ
ケ
ッ

な
っ
た
と
い
う
と
と
が
出
来
る
か
ら
冷
害
対
策
は
総
合
的
に
飛
躍
的
な
発
展
を
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

又
、
そ
う
し
た
科
学
力
に
よ
る
自
然
克
服
の
総
合
開
発
と
そ
悲
惨
な
凶
作
を
過
去
の
も
の
に
な
し
う
る
道
で
あ
り
、
と
の
地
域
を
低
開

発
地
域
か
ら
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
に
発
展
さ
せ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
又
、
新
し
い
郷
土
の
姿
と
し

て
の
人
聞
の
生
き
残
る
道
を
切
り
開
い
て
行
く
環
境
へ
の
適
応
と
克
服
の
過
程
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

(
一
九
六
二
・
一
一
・
二
八
)
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